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武蔵野市学習者用コンピュータ導入事業について 

 

 国が GIGA スクール構想の実現に向けた予算措置を前倒ししたことに合わせ、本市として

学習者用コンピュータを活用していくために、市立小中学校に通う児童生徒に１人１台のタ

ブレット端末を貸与するとともに学校内で使用できる環境を整備します。 

 

      

 

■目 的 

国の GIGA スクール構想の実現に向け、子どもたち一人一人に個別最適化され、創造 

性を育む教育 ICT 環境を整備するとともに、第三期武蔵野市学校教育計画で掲げる施策 

「情報活用能力の育成」における「情報通信技術（ICT）を活用した授業の推進」を実 

行するため。 

 

 

■内 容 

・市立小中学校に通う全ての児童生徒が使用する学習者用コンピュータの確保 

・校内において円滑に学習者用コンピュータが使用できる通信環境の整備 

 

 

■展 開 

・導入に当たり、教育委員会で「武蔵野市学習者用コンピュータ活用に関する基本的な

考え方」を定めた。 

・基本的な考え方には、指針の制定・内容、教育委員会・学校・保護者の役割、デジタル・

シティズンシップ教育の推進についてなどを示し、これらを踏まえ、学習者用コンピ

ュータの活用を図る。 

・今後の情報化の進展の中で ICT を適切・安全に使う資質・能力を育むために、児童生

徒が自律的・創造的に学習者用コンピュータを利活用するためのデジタル・シティズ

ンシップ教育を推進する。 

 

 

 

■問い合わせ 

教育部指導課   ０４２２－６０－１２５３ 
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